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第
7
粂
　
こ
の
/
組
合
誓
中
部
市
町
村
共
同
施
設
管
理
組
合
(
以
1
｢
組
合
｣
と
い
う
｡
)
と
い
う
O

(
組
合
を
組
赦
す
る
市
町
村
)

●

＼

第

二

粂

　

こ

の

組

合

は

,

空

晶

,

羽

合

町

,

泊

村

'

東

郷

町

'

三

朝

町

､

卵

金

町

へ

北

条

町

'

大

栄

町

'

東

伯

町

,

赤

碕

吋

(

以

下

｢

組

合

市

町

村

｣

と

い

う

｡

)

を

も

っ

て

粗

鉄

す

る

｡

･
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＼
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組

合

の
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同

処

理

す
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事

務
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第
三
粂
　
組
合
は
'
次
の
事
務
を
処
理
す
る
｡

一
し
尿
及
び
ご
み
処
理
施
設
の
設
置
並
び
に
管
理
に
関
す
る
こ
と
.

∫

二
　
伝
染
病
隔
離
病
舎
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
こ
と
｡

三
　
畜
産
物
処
理
流
通
改
善
施
設
の
設
定
及
び
管
理
に
関
す
る
こ
と
｡

四
　
交
通
災
害
の
共
房
事
菜
に
閑
す
る
こ
と
.

五
　
消
防
に
的
す
る
こ
と
　
(
消
防
団
事
務
を
除
-
｡
)
0

六
　
火
葬
痩
施
設
の
設
優
及
び
管
理
に
騨
す
る
こ
と
O

r

(
縫
合
の
事
務
所
)
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第
四
粂
　
組
β
の
者
務
所
は
､
倉
膏
市
葵
町
与
〓
表
地
倉
菅
市
痩
所
-
内
に
置
ぐ
q

(
組
合
の
寄
金
の
定
数
及
び
遠
出
方
法
.
)
　
止

/

　

＼

第
五
粂
　
組
合
の
読
会
の
暫
貝
の
定
数
誓
三
十
三
人
と
し
､
組
合
市
町
村
ご
と
に
次
の
区
分
に
よ
勿
選
誓

′
す
る
し

倉

吉

市

↑

五

人

　

羽

合

町

　

二

1

　

泊

村

-

1
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1

　

東

漸

町

　

二

人

　

三

朝

町

　

二

人

関

金

町

　

三

人

　

北

条

町

　

二

人

　

大

栄

町

　

二

人

　

東

伯

町

　

二

人

　

赤

碕

町

　

二

人

2
　
組
合
の
群
生
の
警
貝
嬢
'
組
合
市
町
村
め
演
(
第
八
条
の
親
電
に
よ
る
組
合
の
管
理
者
及
び
副
琶
理
者

＼

●

に
遺
任
さ
れ
た
者
を
除
く
｡
)
及
び
組
合
帝
町
村
の
叢
秦
に
卑
い
て
,
そ
の
聖
書
警
貝
の
中
か
ら
互
選

さ

れ

た

も

の

を

も

っ

て

こ

れ

に

充

て

る
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5
　
組
合
の
慧
芸
警
貝
に
欠
員
を
生
じ
た
と
き
は
,
そ
の
春
員
の
属
し
て
い
た
組
合
市
町
村
及
び
轟
会
に

お
い
て
補
充
し
浸
け
れ
ば
を
ら
夜
い
O

I
(
蕃
員
の
任
期
)

第
六
条
　
組
合
の
辞
会
の
警
貝
の
任
期
誓
組
合
市
町
村
一
の
長
及
び
着
金
の
評
点
と
し
て
の
任
期
に
よ
る
0

(

番

長

及

び

副

講

義

)

　

　

､

第
七
頂
.
組
合
S
,
慧
蒜
､
警
貝
の
中
か
ら
辞
長
及
び
副
議
長
各
J
T
人
を
選
挙
し
を
-
け
九
ば
怒
ら
凌
い
.

c
y
　
藩
長
及
び
副
群
長
の
任
期
紋
へ
組
合
の
訪
会
の
警
鼻
の
任
期
に
よ
る
0
/
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(
管
理
者
'
副
管
理
者
?
収
入
役
の
設
澄
及
･
び
選
任
の
方
港
)

ヽ

第
八
粂
　
組
合
に
管
理
者
1
人
,
副
管
理
者
こ
<
及
び
収
r
<
役
一
人
を
覆
し
.

/

2
　
管
理
者
は
'
,
組
合
の
藩
会
に
お
い
て
組
合
市
町
村
の
長
の
中
か
ら
選
任
す
る
.

5
　
副
管
輝
者
は
'
管
理
者
が
組
合
市
町
村
の
長
及
び
助
役
の
中
か
ら
組
合
の
泰
金
の
同
意
を
得
て
選
任
す

t

る
0

4
.
収
入
役
は
､
管
理
者
の
属
す
る
市
町
村
､
の
収
▲
大
役
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
0

5
　
管
理
者
,
副
背
骨
者
,
収
入
役
の
任
期
は
,
そ
れ
ぞ
れ
組
合
岳
町
村
の
長
及
び
助
役
並
び
に
収
.
入
役
と

し
て
在
任
す
る
期
間
と
す
る
｡

(
篭
査
委
員
の
意
思
及
び
選
良
の
方
法
J
■

第

九

条

　

組

合

に

監

査

委

員

二

人

を

置

く

.

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

､

2
　
監
査
夢
見
は
､
組
合
の
鼓
会
.
の
詳
負
の
互
選
に
よ
る
L
O

5
　
監
査
委
員
の
任
期
は
'
組
合
の
着
金
の
諺
鼻
の
任
期
に
よ
る
.

〈
戟
員
)

第
十
条
　
組
合
に
事
務
局
轟
｣
　
吏
員
､
そ
の
他
の
職
員
を
置
く
｡

(
組
合
の
経
費
の
/
支
弁
の
方
法
)

第
十
｢
肇
,
組
合
の
穫
費
は
､
組
合
財
産
よ
わ
生
ず
る
取
入
'
歯
合
市
町
村
の
分
迦
金
､
補
助
金
へ
そ
の
他

1

㌦
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〆

の
収
入
を
も
つ
′
て
充
て
る
q

前
項
の
分
遊
金
の
負
趣
の
節
度
ザ
方
法
は
､
組
合
の
読
会
に
省
い
て
定
め
る
｡

附

.

則

こ
の
規
約
は
'
知
事
の
許
可
を
受
け
た
日
か
ら
施
行
す
る
Q

た
だ
し
'
第
芸
の
消
防
に
-
-
務
誓
昭
和
四
十
七
年
四
月
言
か
ら
施
行
す
る
｡

倉
書
市
外
九
蒜
村
衛
生
管
理
-
､
-
市
外
九
か
町
村
-
物
処
理
流
通
改
善
施
設
望
,
書
市

t

外
九
か
町
村
歪
災
害
共
済
-
,
倉
吉
市
外
六
か
町
村
ご
み
処
塵
場
管
寒
翌
の
事
務
笠
掌
る
｡

こ
の
規
約
に
よ
り
管
甥
者
が
適
任
さ
れ
る
ま
で
の
艶
聞
は
,
倉
吉
市
長
が
そ
の
職
務
を
行
を
う
0


